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（ 『娼婦』 ）をものした歴史家として、性をめぐる感性の歴史は避けて通れない主題だが、性という主題はたいへん難しい。あるインタビューのなかでコルバン自身 「確か 、性にかんする感受性の歴史は天気にたいする感受性の歴史よりもずっと難しい。天気の感受性ははるかに口にしやすいですから」と述べている
〔イザベル・フラ
ンドロワ編、尾河直哉訳、 『 「アナール」とは何か』 、藤原書店、二〇〇三年、二八九頁〕
。コルバンは性医学の資料に依拠することで、性と快楽を
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た。その心性史の源流に位置するのが、任意の人間集団における世界の表象を扱う文化史である。この文化史の最も豊かな到達点のひとつが感性の歴史学であること 今や疑いを容れないであろう。この感性 歴史学を現在大胆に押し進めている が本書の著者アラン・コルバンである。三、コルバンの著作P
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店、二〇〇二年）
L
e ciel et la m
er, B
ayard, P
aris, 2005. （ 『空と海』小倉孝誠訳、藤
原書店、二〇 七年）
H




igarello), Seuil, « L
’U
nivers historique » , P





















(direction), Seuil, « L
’U
nivers historique » , P


















ières à l ’avènem











いちゃついているところに、男を追いかけてきた看守たちがむりやり扉を開けさせる。「 『どうしろってんだ。他にしようがあるかって。ほんと、気が変になりそうだったぜ。恋人の腕のなかでしか正気失ったことがないＳ…嬢がよ、どうしようもなくて、おれをベッドに押し倒すと全身でおっかぶさってきやがった。おれの足は枕の上だから、顔がちょうどあいつの股のあ だよ』と若者が報告する。「 『ご主人さまはご病気ですという召使いの言葉も聞かずに、鬼看守どもＳ…嬢の部屋に入 てあちこちを捜索し始めた。ところが、あんまりそそられる体位 から、 ちゃチャンスを見逃すわけにいかなくてよ。やば たわ っ たけど ふたりであんなに楽しい歓迎パーティー ったばっ の愛の小部屋に、舌
(037)
アラン・コルバン著『快楽の調和』より（１） ― 4 ―





















をすることによって、信仰心からそうなってい と 女が思い込んだ乱れと クリトリスへの愛撫により惹起 れたこらえきれな 動揺とのあいだに起こっ 取り違 を強調しているのである。「 『ある朝、Ｄ…Ｙ夫人の寝室にいただんだけどな』と、そのしばらくして、売春宿に身を落ち着けたテオドールは打ち明け話をする。 『フェリシテが入ってきてそっと扉を閉めた［…］Ｄ…Ｙ夫人のベッドに入る 夫人に接吻して、内々で話 た ことがあ んだけどって言ってさ［…］それからカーテンを引 て、上半身をアルコーヴの方に向けたん けど、お尻は ち向いてるわけしかもカーテンはご丁寧にちょうど胸の ろで交差してる。そたら、前もって仕掛けとい のか、ペチコートがするするっと足許に落ちちゃってさ［…］これ見ちゃったらおれはもうカーッとき
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ず、われわれの信念、信憑 経験を忘れ、事後に練り上げられた概念をいっさい捨て去 必要があるだろう。そのためには、フランス語がじっさいに使用されている空間に踏みとどまるつもりである。したがって、カトリックの伝統が支配する空間 すなわち罪 概念
(039)
アラン・コルバン著『快楽の調和』より（１） ― 6 ―
を理解する特定の仕方、罪が抱かせる恐怖と良心の呵責を体験する特定の仕方が支配する空間の埒外に出ることはない。西洋における性の歴史を集大成した著作群を読むうちに、わたしはこ 後退がどうしても必要であるという認識に至った。プロテスタント的アングロ＝アメリカがこの分野において独占状態を呈しているが、性愛関係は、われわれがこれまで好んで観察してき 空間における心的文脈とはまったく異なる心的文脈でも展開している。歴史的な経過もまた違う。したがって、フランス 空間 おいて、もう少し広く取ってラテン諸国全体において性愛関係を語るばあ 、 「ヴィクトリア朝的」という形容詞を使う とはまっ く無意味でばかげている。
幸運にも一七七〇年から一八六〇年にかけて、フランス語のエリ
































だ人々の念頭を去って ない。つまり、今日では消えてなくなった亡霊がまだ跋扈していたのである。当時 人々は孤独な快楽、精液漏、子宮の憤激がも らす害を そのあ では「夫婦の不正行為」がもたらす害を恐れて た。
医者と神学者はそれ以上に、歯止めなく生殖機能を使うと有害な








いていた。 「性的な歓び」は言語に絶するたぐいま な歓びだが長期的に見れば致命 だとい 見解であ かと って、 「性的な歓び」を欠かすわけにはゆかない。そこで、性器 適切な用法を守り、感覚を注意深く観察すると もに、快楽の質と調和を見極めるよう患者に求め
とはいえ、われわれが考察の対象に選んだ世紀は一枚岩ではな
い。女性も精子を出し という考え方が少しずつ色あせ 生理学の進歩が感覚論と生気論を後退させると同時 多くの神学者が「既婚男女の自慰」にたいして寛容になるいっぽうで、性的欲望をそそる新たな形象が次々 現れ、猥談とまでは わずとも ポルノグラフィーが最後の数十年で衰退する兆しを見せていた。
日記や書簡をよく理解し、スタール夫人、スタンダール、バル
ザック、フロベ ル、ジョルジュ・サンド、ゴーチエの小説に没頭







どにわたっている。神学者は欲望 合意 悦楽、官能を注意深く吟味するよう要求し、医者は患者が 自分の気質 特異体質を意識化し、自らの習慣をきちんと述べ、諸器官がどれほどの御しやすさで、快楽がど ほどの強度を持つ か評価することを期待する。
医者と神学者とポルノ作家が欲望、性的快楽、後悔を造形する。
侵犯を生じさせ、他者に いする態度を処方する。合一を夢見る態度と相手を手段として扱う態度のあいだで。これらのカタログ、お好みであればこれらの手引き書と言い換えるが それらは一致するばあいもあれば、矛盾するばあいもある。歴史家の仕事はそのすべてを読み、決して理解を放棄 ことなく、対立することもあ 彼らの論理に耳を傾けることであ 。
この世紀の諸個人は、しばしば絡まり合った状態で供されるさま





の研究は、先行研究を手がかりにして 頻度、リズム、興奮、感覚、性的快楽、嫌悪、後悔 、すなわち、人はいかにして肉体的結合を経験し、いかにして快楽とともに失望や悲しみを感じえたかそのあり方を解釈できる者にとってしか意味が い。
したがって、当時の男女が採用していた解を、現代の知の高みか














































続の欲望を自発的に表現する。獣と人間が自らの使命 果た ために与えられた「美質の総和」を体現する自然は 自らが惜しみな




























式を拒絶する。彼らの関心はなによりも器官と心 社会の相互関係にある。したがっ 、彼らから見れば、女性 は存在論的な問題に属するのではなく、心理学と社会学が扱う問題で 。当時、女性はもはや形而上学的な存在ではなく、観察と分析の対象として考えられていた。
とはいえ、理論的次元におけるこうした転倒は、主として科学史











観念が深化される以前のことである。思春期と臨界年齢に挟まれたおよそ三十年間、女性は絶え間ない変化、動揺、変動に晒され 。女性がどのように欲望を表出し、いつ快楽に身を委ね 気持ち なるのか理解したければ 母胎 母胎を他 さまざまな系に結びつけ














































































性的魅力を男性の欲望に向けて解き放つ女性美の絶頂を倦むことなく謳いあげて る。こ 時期 声は「子宮の状態を示す徴候」 なる。ヒポクラテスからボルドゥ を経 ガ にいたるま 、生殖器が容量を増すとすぐに首と乳腺が膨らむと信じられていた。肌は色づき、目は新たな欲望を表すようにきらきら 輝く。卵巣 活動













































































界は存在し始める［…］こ 不安定な存在が驚きの目を見張るなか突然緞帳が上がり、彼女の魂 は、自らの生命の最重要用件［…］にかかわる感情や思いがどっと流れ込ん くる」 。「愛の神秘」を知りたい若い娘はいわば、目の前に現れるすべての人物の持ち物や行動を探る。身振り、言葉 端々、手から落ちた本、 「そうしたすべて 若い娘の探求心と好奇心を き立てるが





















































しても必要とす 期間は、若い娘においては月経の開始から 若い男においては自発的射精の開始からわずか一、二年間のことにすぎない。自然に変容を全うさせる時間を与え、 「未熟な快楽」の苦悶を若者たちに避けさせるのが、その目的である。
この期間にも、自然は欲望を膨らませ、 「性」を構成す 分裂を




要求に忠実であろうとすれば、 かなる過度も控える必要がある。類似は、いや、たんなる相似さえ、神秘や興味を、ということは欲望を消し去るが、その一方で 異質性を生みだす違いも 度が過ぎれば同じ結果に陥ってしまう。動物の雄が雌と番うのは本能によに過ぎないが、この雌は雄と同じ種に属しており、した って、両
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がって、 「その歓びにおいても、また苦痛におい も」女性 のである。
主流の自然主義は美の概念に価値を見いだす。美の素描は、他者
にたいす 悦楽の約束と分 ちがたく現れる である。この説を奉じる医者にとって、美しい身体とは欲望を触発する身体に他ならない。技巧によって装われた美 投げかける彼ら 言葉からは、ただ罵声しか聞こえてこない。彼らが讃え 美は 芸術のフィルターさえ通さずとも、完全な 裸形性によって暴露されていることが前提となっている。体毛などを描かないこと よって生体 もっと 露骨な徴を除去しようと努める画家や彫刻家 違って、医者は、欲望を惹起する美の なる臨床的徴候の描写も拒まない。しかし、エロティック文学やポルノ文学とは異 り 医者 描く裸体 読
者に性的な興奮を与えることを公然と狙っているわけでは決してない。
医者から見れば、美は「自然」の要求に応えようという明らかな




















」によって特徴づけられる 、その後、 均衡は崩れ 。男性
を受け入れるためにつくられた身体という考え方は 内面性、中心性、湿潤性の図式に一致している。女性の身体と 、なによりもまず、男性の欲望を煽り、ペニスの挿入と精液の放出 導くことを目的とする罠なのである。
医者は概ねビュフォンとルーセルに従って、骨格と「固い部分」
の描写から女 の身体描写を始める。骨格を形成する各部分の比率が飽くことなく記述される。男性の骨に比べて脆く白い女性 骨は、分量もまた少ない。男性を受け入れやすいように女性の骨盤はより広く大きく開いて丸み 帯び、股関節はより間隔があり、腹部はより広く、恥骨弓がより開いてい 「仙 尾 、無名骨
〔現


















































あの張りを備えてい 。稠密度において穏やかであっても、将来男性の激しい衝撃を受け止め、胎児の成長に伴う膨張を可能にするめの強度を失っては らないからである。この稠密度は、せいぜいところどころ薔薇色に染まるくらい白 身体と調和している。後また見ることになるが、白さというこのモデルは中世以来支配的で、純潔さ、処女性、無垢 示し
医者が描く女性の身体像は、触覚 描写に大きく頁を割 い








































































おいてもまた、 「性的快楽」 扱う頁の下地にな ているが、それについては後に見ることにしよ 。
医者は、女性の感受性にかんするこのような総合的な評価だけに
満足しない。こうした一般性を各感覚の受容性 分析と調和させようと努めるのである。女性 おいては、肌の繊細さ おかげで触覚がデリケートである。女性の触覚はさまざまなニュアンスや細部捉えるこ ができるが、その反面 自分の表皮の肌理よりも粗 男性の表皮を愛撫する歓びは少ない。 「丸み 帯び 艶や 肌を駆け回る歓びを、おそらくあなたがた はわれわれ男性ほど感じていないだろう。われわれはそ 肌に手と舌を這わせる き、無上の喜びを感じ が、あなた たの愛撫は、触れる歓びより むしろ感情からやってきているよ に思え 。なるほど、われ れ 体形はあなたがたの体形のように丸みを帯びても ない 、われわれの膚はあなたがたの皮膚 ように柔らかくも薄くも 」とモロー・





















性の官能性のあり方にかんす 医学的言説が 読 を巧妙に肉体的快楽の連想へと導こ としてい ことは明かであ 。
女性は全般的に、自らの感覚の分析において手際の良さをよりよ
く示す。敏捷で活発な視覚を持つ女性は、細かな違いや細部の把握に優れている。こうした鋭敏な分析能力は第六感の高感度を予想させるが、第六感を知覚する能力はあまりに深く秘められているので、さしあたって臨床医が探り当てることはできない。忘れないようにしよう。 「感覚」への曖昧な仄めかしが、当時、卑し らざ女性にたいして許されるたったひとつの欲望の表現、たったひとつのエロティックな感覚への暗示だったのである。当然、この曖昧模糊とした表現は 五感が受け取った印象をきわ て付随的に描いているに過ぎない。最も深いところで「性的生活」に属 ている感覚の不透明さが、どんな下品な詳述にもい さい触れたがらない羞恥心を培っていたのである。
女性の欲望における生理的な律動性は、避けて通れないほど明瞭
なため、臨床医は終始これを強調する 淫奔 周期的変化 月経のサイクルに果たして関連性はあるかとい 議論の裏には、女性 欲望における律動性へのこうした確信が控えて るのであ 厳密にいえば動物の雌のように発情期 あるわけでは 女性とはいつも性交可能であ と医者たち 一致 て力説する。ところが、 ざ欲望の浮沈を計測する段になるとたちまち意見が四分五裂する。とはいえ、 器の感受性が規則的に高まること 大多数が認めているようだ。そ 規則性が、オ ガスム（器官の興奮、膨満状態）から導き出された のにすぎないとしても。
最後に、この問題にかんして十八世紀半ばに一定の認識段階に達
したことを『人間の博物誌』で示したビュフォンにひき続き、啓蒙主義時代の豊かな人類学 影響によって、医者たちが、 「風土」 、地理的状況、気温、特異体質にしたがって 行動は多種多様であることを力説している点に注目し い。こ 「風土」 、地理的状況、気温、特異体質についてはあとでもういちどふれる必要が出てくるだろう。また、学者たちは、 「性的生活」の諸段階を通して女 美次第に衰えてゆくようすも好んで描写する。 いてい思春期 あと
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かかわらず、この時期に「新たな性的快楽によって身を焼く情熱を冷ま」そうとする女性の苦悩につい は、後で見ることにしよう。それは「とんでもない事故」 身を晒そう いう試みである。
こうして引用を重ねても、これら学者たちの言説に含まれる詩的






よ、医者にしてみれば、自が間断なく経験してい 男性 いうこの対象に女性と同じ神秘 部分 隠 れていると 思えないし、筆を熱く突き動かすものを感じることもでき い。女性 対象とするときには欲望とないまぜになってあんなにはっき 感じられた幻惑がないために、どうして 素っ気なくなってしまう である。男性のばあい、生殖機能 属するもの全てがさほど複雑で こ も与っ
アラン・コルバン著『快楽の調和』より（１） ― 18 ―
(052)















い骨のうえにその筋肉が載っている。男性にお ては繊維の稠密さ、体臭の強さ、体毛の多 特徴である。筋肉と生殖器系 競争の犠牲となった運動選手のような極端な体躯を実現せよ うわけでないしても、文人のような虚弱な体形を避け ことだけは肝要だとされる。
男性の感受性は女性の感受性の対極にある。あるいは、その陰画
だといってよいかもしれない。知覚神経 鋭敏さ、感覚的メッセージの分析能力は女性より 低い。だが そ いっぽうで、受けた印象はより長続きする。欲望を表出し りエロティック 印象を受容したりする場所は、 のように体表面に分散しておらず、外生
殖器に集中している。陰茎の勃起力と亀頭の感受性は、つまるところ、自然が男性に託した使命、すなわち挿入にかかわるすべてを成就するための道具であることを目指しているのである。そこに触覚と、女性の官能的な丸みを愛撫することによって得られる性的快楽の重要性が加わる。
すでに見たように、性を生み出す分離はその他の器官系の機能に
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いっぽうの女性は、内部性に属するすべてと自己を同一化する。
器質や体質に属するものをより鋭敏に聴き取る能力を与えられているのである。女性を孕ませる使命が射精の短さに集約できるのに対し、女性の使命は受胎、妊娠、授乳など母性にかかわるあらゆる責務にまで途方ない広がり 見せている。幸いなことに、女性が外部の危機に左右されることは伴侶たる男性に比べてより少ない。現在と一瞬の感情に敏感である は、したがって、細かな違いの持つ意味を理解し、細部や小さなもの 配慮す 力 与えてられている。
女性にとって倫落は取り返しのつかない行為である。身を誤った
女性は「自然」の要求を放棄したに等しい。彼女は我 身を外部に開いてしまった。自らの身体を、母性を、目的のない性的快楽に委ね、自らの性の美質を喪失して まっ である の前には不可逆的な運命が姿を現す。そ ときから、自分はありとあらゆる過激な行為ができることに彼女は気づくのである。女性 自然の障壁によって悪徳から守られている だが、その障壁を越え こ性にとって決定 行為とな たしかに強い 念は男性のに起因するし、男性は侵犯に対する強固な障害 見いだせ だが、男 は復活するこ 、最初の状態を回復することは容易である。
いっぽう、零落の前に立ちはだかる障壁をひ たび飛び越えてし
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